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魅力ある学校づくり

　親子14人が参加し、協力して火熾しに挑戦しました。
苦戦しながらも、全員が火熾し成功！熾した火を使い、
大昔に貴重な食料だったどんぐりでコーヒーを作って味
わいました。また、出土した土器に触れながら遺跡につ
いて学び、古代の暮らしに思いを馳せました。

　フィリピン出身のワキタ　マイダさんを講師に迎え、
フィリピン料理のパンシット（焼きそば）とトゥロン（バ
ナナ春巻き）を作りました。
　マイダさんが味見をして、大きくOKサインを出すと、
参加者の皆さんは満面の笑顔。にんにくの香りが香ば
しいパンシットと、カラッと揚がったトゥロンを早速
試食し、「美味しくできた」と大満足の様子でした。

火熾（おこ）しとどんぐりコーヒーを体験

12月6日 荒新切遺跡

英語でレッツクック　フィリピン料理を作りましょう

12月7日 中央公民館

命はそんなにやわじゃない！「人権集会より」～竜北中学校～

　本校は、県内の人権教育推進地域の中心校の1校として、
人権教育を柱とした学校教育・人間教育を積極的に推進して
います。上記は、生徒の手で作り上げた「竜北中人権宣言」
で、年間の様々な場面で全校唱和を行い、生命や人格を尊重
し、心豊かな生徒を育てる拠りどころとなっています。
　本年度も12月の人権週間に恒例の人
権集会を開催しました。生徒会が運営し、
上記人権宣言の唱和を行い、さらなる人
権意識の高揚啓発を行いました。力強い
唱和の声に心の成長とたくましさを感じ
ることができました。

　また、今回は講演会講師に岡崎市在住の杉浦貴之氏をお
招きしました。杉浦氏は28歳で腎臓がんを患い、医師か
ら「余命半年、2年以上の生存率0％」の宣告を受けられま
した。絶望的な状況の中で病気と闘い、その中で得た両親
への思いや家族の絆、そして何よりも「命はそんなにやわ
じゃない！」という生きる信念を、真剣な中にもユーモア
や自作の歌、DVDをおりまぜながら熱く語ってください
ました。そんな姿を生徒は食い入るように見つめ、命の大
切さはもちろん、周囲への感謝の気持ちも感じることがで
きたようです。
　行事や講演会だけでなく、
何気ない日常生活の中にも人
権感覚を成長させる場面はい
たるところにあります。今後
も生徒が命を大切に、自他を
大切にする意識を高めてほし
いと願っています。

　荒新切遺跡（西中町）は、弥生時代・古墳時代・中世
の遺跡で、竪穴住居跡や土器などが出土し、市の史跡に
指定されています。

竜北中人権宣言
1．私たちは相手の気持ちを考えて行動します。
1．私たちは仲間を大切にして行動します。
1．私たちはいじめをしません。
1．私たちは見て見ぬふりをせず勇気を持って行動します。

平成7年2月4日　竜北中学校生徒会

［生徒会による人権宣言唱和］
［生徒代表から杉浦氏へ］


